
共和式イゲタフレーム

■特長
　一般の土木用積みブロックや現場打設による擁壁に
比べて、次のような利点をもっています。
 1 ．部材の継手はフレキシブルで地盤の沈下や震動に
対してよく順応し、高い安定性を発揮します。
 2 ．通気性はきわめてよく、擁壁背面に大きな水圧を
受けません。
 3 ．対象とする現場の諸条件に応じて、控材を2連、3
連とすることにより、合理的な設計ができます。
 4 ．中込材には栗石の他50mm以上の砕石も利用でき
ます。
 5 ．部材の組積みには鉄筋を必要とせず、施工は簡単
で、工期も大幅に短縮できます。

芸北地域　国道191号　虫木

※この他現場に応じて組み合せ方もありますので係まで御一報下さい（安定計算致します）。

組方Ⅳ 上部工控長1.66m
下部工控長2.32m の場合（ ）組方Ⅱ 上部工控長1.00m

下部工控長1.66m の場合（ ） 組方Ⅲ （控長1.66mの場合）組方Ⅰ （控長1.00mの場合）
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呼　　称 主要部寸法
（mm）使用区分 備　　　　考参考質量

（kg）
単　　価
（円）

部材規格

横
　
　
　
　
　
材

連
　
　
結
　
　
材

A
‾
1

A
‾
2

A
‾
3

A
‾
4

A
‾
5

A
‾
6

控
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
材

B
‾
1

B
‾
2

B
‾
3

C
‾
1

C
‾
2

C
‾
3

86.4
51.9
95.4
74.2
43.0
80.1
54.0
105.7
149.9
33.8
65.0
89.7

横　材

連結材

控　材

A－1形
A－2形
A－3形
A－4形
A－5形
A－6形
B－1形
B－2形
B－3形
C－1形
C－2形
C－3形

基　　　本
端　　　部
端　　　部
基　　　本
端　　　部
端　　　部
基　　　本
基　　　本
基　　　本
天端、下端
天端、下端
天端、下端

2,000×200×110
1,250×200×110
2,250×200×110
2,200×200× 90
1,250×200× 90
2,200×200× 90
1,000×250×120
1,660×250×120
2,320×250×120
1,000×150×120
1,660×150×120
2,320×150×120

4ケ／m2

̶
̶
̶
̶
̶

4ケ／m2

̶
̶
̶
̶
̶

4,400
2,620
4,840
3,770
2,200
4,070
2,750
5,370
7,610
1,720
3,300
4,560
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